
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

http://www.npa.go.jp/yosan/kaikei/h24hosei.pdf

（予算配賦事業）
　信号情報提供による安全運転支援技術を確立するための実証実験について、早期執行を図る（予算配賦については実
施済み。）。
　○目標数値（契約額）
　　 ３月末：７百万円、６月末：6,499百万円（全額）

（補助事業）
　各種交通安全施設の整備について、早期執行を図る。
　○目標数値（交付決定済額）
　　 ３月末：2,046百万円（全額）
　○目標数値（契約額）
　　 ３月末：０百万円、６月末：2,046百万円（全額）

（予算配賦事業）
　信号情報提供による安全運転支援技術を確立するための実証実験施設整備について、25年度の早期に完了させる。
　○全国に整備されている全光ビーコンの６％にあたる3,200基から信号情報を提供可能とする。

（補助事業）
　各種交通安全施設の整備について、25年度末までに完了させる。
　○車両用信号灯器1,473式、歩行者用信号灯器1,221式をLED化する。

（25年６月１日現在）

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　■補助金　　　□負担金　　　□交付金　　　□貸付金　　　■その他（予算配賦）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

　都道府県警察に対して、補正予算の早期執行を指示するとともに、定期的に進捗状況の報告を求める事務連絡を発出
した。

平成24年度補正予算額 85億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

　○信号情報提供による安全運転支援技術を確立するための実証実験を20都府県警察に予算を配賦して執行する。具
    体的には、
　　・自動車ドライバーに交通信号待ち時間の情報を提供することにより、追突等の事故を防止するとともに、ゆとりある
　　　運転を促進することによる安全運転支援を推進する。
　○交通安全施設の整備に要する補助金を都道府県警察に交付して執行する。具体的には、
　　・子どもの安全な道路横断の確保等の観点から、緊急に対策を講ずべき横断箇所等について、押ボタン信号や横断
　　　歩道の整備等所要の交通安全施設を整備し、通学中の子どもの交通事故防止対策を推進する。
　　・信号灯器のLED化を加速する。

対策における施策の名称 通学路等の交通安全対策

（事業名） 交通安全対策の推進 新規/既存 □新規　　　■既存

対策の柱立て（小区分①）
（３）生活空間の安全確保・質の向上と循環型社会の創出に向けた環境の
整備

担当課 交通規制課

対策の柱立て（小区分②） ―

事業番号 275

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（警察庁）

対策の柱立て（大区分） Ⅲ．暮らしの安心・地域活性化

担当部局 交通局

対策の柱立て（中区分） １．暮らしの安心の確保

国 

都道府県警察 

民間企業等 

補助金交付決定実施済（３月26日） 予算配賦実施済（２月26日） 

一部契約済 一部契約済 

地方公共団体分（都道府県警察）に関しては、６月１日時点で、予定４２団体中、計２６地方公共団体において契約済。 

http://www.npa.go.jp/yosan/kaikei/h24hosei.pdf

